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研究成果の概要（和文）：2013年または2014年に福島県健康管理調査に参加した30～89歳の計41,432人を対象と
した。避難の有無により層別し、ロジスティック回帰を用いて、生活習慣病の性年齢調整、多変量調整オッズ比
を算出した。毎日笑う人は、笑わない人に比べ、男性では高血圧、糖尿病、心疾患、女性では高血圧、糖尿病、
脂質異常の多変量オッズ比が有意に低く、男性では特に避難者においてその関連が顕著であった。毎日の笑いの
頻度は、特に避難者の生活習慣病の有病率の低さと関連していた。

研究成果の概要（英文）：A total of 41,432 people aged 30&#8211;89 years participated in the 
Fukushima Health Management Survey in 2013 or 2014 were included. Sex-specific, age-adjusted and 
multivariable odds ratios of lifestyle diseases were calculated using logistic regressions 
stratified by evacuation status. Compared to those who do not laugh every day, those do so had 
significantly lower multivariable odds ratios for hypertension(HT), diabetes mellitus(DM), and heart
 disease(HD) for men and HT, DM, and dyslipidemia(HL) for women, especially for evacuees in men. The
 daily frequency of laughter was associated with a lower prevalence of lifestyle disease, especially
 for evacuees.

研究分野： 疫学・公衆衛生学

キーワード： 笑い　東日本大震災　生活習慣病　避難

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
笑いが生活習慣病や循環器疾患等の発症に予防的な効果があることが報告されてきたが、今回、大規模災害後に
おいても笑いの頻度が高い人においては生活習慣病の有病割合が低いことや、この関連が特に男性では避難者に
おいて顕著であることが明らかになり、その点に新規性があり、意義のある研究である。今後、大規模災害の発
生時には健康管理に活用できる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
循環器疾患、糖尿病等の生活習慣病の発症・死亡には、身体的な危険因子に加えて、心理的
ス トレスやうつ症状など、心理社会的な危険因子が深くかかわることが欧米を中心に報告
されてきた。 申請者が長年疫学調査を実施している地域住民においても、自覚的ストレス
やうつ症状が循環器疾 患発症と関連することが明らかになっている（Stroke, 2001, 
Circulation, 2002, 他）。近年、笑いがストレスの軽減や身体活動量の増加を介して生活習慣
病の発症予防、重症化予防によい影響を持つ 可能性が指摘されるようになってきた（J 
Epidemiol, 2010,  他）。さらに、申請者らが中心となり、笑い の介入研究も実施され、成
果が報告されつつある（大平・江口, 平成 26 年度厚生労働科学研究報告書,  山﨑・江口, 第
28 回日本疫学会）。一方、東日本大震災のような大規模災害においては、被災地域住民の生
活習慣病の発症等、健康状態の慢性的な悪化が問題となっている（Asia Pac J Public Health, 
2017, BMJ Open, 2017,他）。大規模災害後の地域住民においても笑い等のポジティブな因  
子が生活習慣病の発症予防、重症化予防によい影響を持つ可能性が考えられるが、その影響
について評価した報告は未だ見当たらない。そこで、本研究の核心をなす学術的「問い」は、
1 つ目に、大規模災害後における、「笑い」等のポジティブな因子は、災害後の健康被害を
予防的に作用するのではないかということである。普段から笑いの頻度が少ない人に比べ
多い人では、災害後の生活習慣病の発症が少なく、その他の健康被害についても少ないので
はないかという仮説を疫学的に検証する。近年、笑いの頻度が高いほど生活習慣病を有しに
くいことが報告されているが、大規模災害後に笑いが生活習慣病に与える影響については
あまり分かっておらず、本研究にて検討した。 
 
２．研究の目的 
東日本大震災後の笑いと生活習慣病との関連について検討すること 
 
３．研究の方法 
対象は東日本大震災時に福島第一原子力発電所の避難地域等に居住しており、こころの健
康度・生活習慣に関する調査に回答した 30－89 歳の日本人男女で、そのうち 2012－2013
年度に笑いの頻度、及び 2013 年度に生活習慣病の有無に関する必要な情報を得られた
41,432 人とした。笑いの頻度は「普段の生活で声を出して笑う機会はどのくらいあります
か」の問いについて「ほぼ毎日」と回答した群を笑う群、それ以外の「週に 1～5 回程度」
以下をあまり笑わない群に分類した。ロジスティック回帰分析を用いて、あまり笑わない群
に対する笑う群の 2013 年度の高血圧、糖尿病、脂質異常、がん、脳卒中、心臓病の有無に
ついて男女別、避難経験の有無別に検討した。共変量は年齢、body mass index、喫煙習慣、
飲酒習慣、運動習慣、睡眠の質、精神的苦痛、仕事の有無、人とのつながりとした。 
 
４．研究成果 
避難を経験した人は毎日笑う人の割合が低かった。毎日笑う人は、笑わない人に比べて、東
日本大震災後の高血圧、糖尿病、心臓病の割合が男性で低く、高血圧、脂質異常の割合が女
性で低かった。この関連は、特に男性の避難者にて大きかった。震災後特に避難者において、



日常的に笑っている人は生活習慣病を有している割合が低いことが明らかになった。災害
後の笑いが疾病予防に良い影響を与える可能性がある。今後、縦断やコロナの影響等にて行
うことができなかった介入研究にてさらに検討する必要がある。 
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